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起きよ。光を放て。あなたの光が来て、 

主の栄光があなたの上に輝いているからだ。 

イザヤ書６０章１節 

シオン教会信仰指標～人生が変わる！御言葉の光に照らされて～ 
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礼拝順序 2022 年１２月２５日 

ピアノ：赤松姉 オルガン：力丸勝子 師 

司会：石田兄 献身の祈り：永江姉 メッセージ：山﨑銀次郎 牧師 

         

開会の祈り                                       司会者  

信仰告白  使徒信条・標語聖句唱和 

賛  美             新聖歌 76「諸人こぞりて」 

特別賛美      新聖 78「荒野の果てに」  野ばら会 

祈  祷     ＊今日までのめぐみに感謝し、新たな献身を祈りましょう！* 

賛  美   新聖歌 79「天には栄え」  

献身の祈り            永江姉     

賛  美   新聖歌 171「今日まで守られ」  

賛  美          コーラス 89「神は独り子を」  

聖書箇所  ルカの福音書 2章 8－15節  

説  教            「私の居場所」                  山﨑師 

祈    祷  「応答の祈り」    

頌   栄             「主の祈り」             

祈   祷            山﨑師 

 

 

 

    交わりの三省 

  ＊互いに愛し合っていますか 

  ＊互いに赦し合っていますか 

  ＊互いに祈り合っていますか 

 



説教要約 
ルカの福音書 2章 20節 

「私の居場所」 

 

自分の居場所。これが今回のメッセージのテーマです。カギに

なる聖書の箇所は、「人々は皆登録する為に各々自分の町へ旅立

った」です。（ルカ２：３）順を追ってご説明すると、まず、皇帝

アウグストが（恐らくユダヤ人の）人口調査を始めました。これは

ローマの属国であるユダヤの人口をきっちり計って、税金を漏れ

なく集める為でした。全ユダヤ人はその登録の為、皆それぞれの

故郷に向かいました。 

そこで出てくる疑問点は何故、羊飼いはこの登録の為に自分の

故郷へ帰らなかったのか、と言う事です。王の命令を守らないと

重罪です。羊飼いらは王に反抗したのでしょうか？色々な見解が

ありますが。有力な説は、彼らは貧しく（あるいは借金している可

能性もある）税金を払う事が出来なかったからだと言われていま

す。明白な事として、彼らはローマ帝国側から人口登録の対象に

入っていません。 

 

全住民があわただしく人口登録に向かっているさなか、誰にも

認識される事なく、危険で重労働な羊の番をしていた羊飼い。彼

らはユダヤの国で自分の居場所と呼べる場所がありませんでした。 

イエスキリストは神の子です。そして救い主です。イエスキリ

ストが生まれる事は聖書がずっと言い続けた事でした。そして、

ユダヤ人はその事をずっと待ち望んでいました。しかし、イエス

キリストが生まれた場所は家畜小屋でした。マリヤとヨセフが泊

まる宿を誰も提供しませんでした。何故でしょうか？当時の皇帝

の命令に従う事に必死で、民はそれどころではありませんでした。

イエス様もこの世界で居場所が無かったのです。 

救い主の誕生を誰も目に留めなかった羊飼いに、主は伝えまし

た。それを信じた羊飼い達はイエス様の誕生をお祝いしに行きま 

した。この出来事を通じて彼らの日常は一変しました。孤独な夜

を迎え続けた彼らの心に光が差し込みました。彼らには自分の居

場所は有りませんでした。しかし自分の所（心）にイエス様が来て

くれたことを知り、喜び溢れたのです。 

ルカによる福音書では弱者（経済力が無く、社会的に地位が低

い人々）が権力者に泣かされている姿が描かれています。イエス

様は彼らの身代わりとなって弱い者となられました。十字架にか

かり、身代わりに死なれました。そして三日目によみがえられた

のです。イエス様の命をかけたメッセージはこうです。世の中に

弱い者は一人もいない。全ての人がキリストの愛の中で平等に生

かされている。 

 

私たちが居場所を感じる事が出来ない時は、端的に言うと労力

が報われない時です。報われない努力が続く時、人は孤独に陥り

ます。何のための家事、何のための残業、何のための勉強、何のた

めの奉仕、周囲に仲間や家族がいるのに私達は孤独になります。

自分をそういった場所に追いやったのは一体誰なのでしょうか？

大切な事はここから人は不平、呟き、憎しみが生まれます。私達は

報われる為にもっと強くないといけないのでしょうか？ 

イエスキリストは全ての不義、怒り、恥を背負って十字架にか

かられました。イエス様が十字架にかかられたのは、孤独を感じ

ている人々の友達になる為です。私達は一人ではありません。全

てを受け入れ、愛して下さるイエス様が共におられます。私達が

知らなければいけない強さは人を愛する勇気です。愛される事で

愛する事が出来るようになります。 

大切な事は自分が今ここにいるのは、神様の計画の中でキリス

トに出会う為です。イエスキリストに出会う時、愛で心が満たさ

れて。羊飼いのように賛美が心に溢れていきます。大切な事は自

分の為に来てくれたイエスキリストの愛を受け入れて。主を心に

お迎えする事です。クリスマスの祝福をお祈り致します。 

 

 


